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孟p(t･,i)-,･叫 (小 塙 +1(i)




刀 + - , 刀 -- 3-
でなければならない｡さらに､


































p(x,頼0,0)-三十呈∑ e-D 2^ntcos入nLtloCOS入ntH i ∑ e-DA2ntsin 入ntloSin入nal (1)n:even
と求められる｡これより､自己相関関数が
(7-(y,i)T(y,0))-(L+2y)2
4 上.2 十三 三蒜 [1I(-1,∩-1cos2人ny] (2)rz=1
と表され､Wiener-Khinchinの定理よりパワースペクトルが














































































p2(0,0)-1-2p, p2(0,1)-p2(1,0)- p, p2(1,1)-0
ⅠⅠ.0.5≦β≦1の場合､
p2(0,0)-0,p2(0,1)-p2(1,0)-1-p , p2(1,1)-2p-1





pl(tTl)-∑ pL(･tt'.)p2鮎 tl･'2)6a･.,I(t･t,.T晶 )
エL.LtL'tJL.'2
(ただし､I)L,(0)-1- α,pL,(1)-α)､右端で




p--震 ≦;,,--i宝 p･-孟 ≧;,j･-T缶
と得られる｡したがって､DW の速度と拡散係数は､DWtheoryより､


































Rule 184 14 35 43 142 .56 ll
∫(0,0,0) 001 1 001
I(0,0,1) 01 11101
∫(0,1,0) 0100100
I(0,1,1) 1 1 01 11 1
∫(1,0,0) 1 000010















打 1-日 ･tlIltTTl霊 慧 告 α ,altN･1-控 tN･ll 霊 慧 デ_β
- 271-
研究会報告
という方法も考えられる｡また､パワースペクトルについても時系列(.7;tf)1≦t≦Tに対するパワー
スペクトルI(LJ)のほかに､岬 (t･…戒+1))1≦t≦γに対するパワースペクトルIE(LJ)も考えられるo
シミュレー ションを行なうと､ルールによって詳細は異なるが､いずれも何らかの場合にLJ-3/2
のベキ別が観測された｡例えばルール 35では､α-βの場合､IE(LJ)にLJ~:i/'2則が現れるが､
I(LJ)には見られない｡ルール 43で境界条件(7)を採用した場合には､I(LJ)屯IE(W)ち(α-β
のような線上ではなく)パラメータの広い範囲でLJ-3/2のベキ則が現れる｡これらの興味深い結
果については､別の機会に報告したい｡
7 結果
我々の結果をまとめると以下の通りである｡
｡ASEPの共存領域で､局所粒子密度のパワー スペクトルが､LJ-3/2のベキ別を示すことを発
見した｡
･このベキ則は､反射壁にはさまれた有限領域内を相境界(DW)が拡散運動することの反映で
あることを明らかにした｡
●同様の振る舞いが開いた境界条件のもとでの CAでも観測される0
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